
いきおい消駆的な政策を と り，経'/'(の節約を企図しなければな

ら t.r_ く Tょ っ Tこ。

lり l 治 42 ・ 6 ・ 19 管i翌局i測を廃して ， I流出長府鉄道庁を設け， また

地方事務所の組織を簡素化したのは 1 つに経i{'( の節約を区|ら

んがためてeあ った。たまたま同年秋わが政府は，鉄道行政を統

ーする方針をとり ，朝鮮の鉄道をも鉄道院の所管に移すことと

した。 すなわら明治 41 ・ 12 公布された鉄道院官llilHn 1 条に L欽

逃院ハ内!矧総四!大臣ニ隷シ鉄道及軌道ニ|葉lスノレ事項鐘南満州鉄

道株式会社ニ|其l スノレ事項ヲ統理ス1 と 定め， 朝鮮においてわが

国の経営していた鉄道を鉄道院の所管に移し， 内外にわたる鉄

道行政を一元的に統轄するに至った。しかるに明治 43 ・ 8 日斡

併合が突現し， 朝鮮総督府が設置されるにおよんで， 鉄道院の

所管していた朝鮮の鉄道は， 総省l符に移管されることとなり ，

同年 10 ・ 1 総督府鉄道局が設けられ， それらの鉄道を経営すると

ともに餅内軽便鉄道および軌道のE長官事務をも掌ることにな っ

た。

同鉄道局は大正 6 ・ 7 ・ 31 まで存続した。朝鮮鉄道の経営は，

この1時刻jにおいてようやくその i~鍵を確立した。 すなわち明治

44 ・ 11 鴨緑江架橋工事を完成し， 京義線の改良工事もまた竣工

(し ゅんこ う)して ， ií品欽安奉線の広軌改築と相ま っ て京主主 ・ 長

春間に 1 過 3 回の鮮満直通急行旅客列車のilliï去を開始し， 迷く

箆支の鉄道と iill給して大陵交通路を完成 した。またこの間平南

線， IMI関線， 京元紙lを全通して幹線 と海港とを述絡させ，さら

に進んで威鏡総の一部を側通した。かくて南北縦1't線と東西横

断線を完成し， 交通系統を確立した。

3 満鉄委託経営

朝鮮と満州とは領土柑接し， 政治 ・ 経済 ・ 軍事上きわめて2官

接な関係があり，しかも日 22戦争におけるわが国の勝手11により ，

南満州の鉄道はわが国の経営するところとな ったので， 島下I鵡岡

地の鉄道を一元的に経営すべきであるとの議論は満鉄会社創立

の当i時から行われていた。しかし， fjfi 々の :!l-ç怖によって， それ

ぞれ別 flMの組織によ り 経営されていたので為る。したがって，mï

満直通列車を設けて釜山・ 長春樹lに特別列車を運転するとか，

安Jt!県における列車接続の不使， 特極貨物の絞主主 ・ 遜I主，，~事の不

使を除くとか，あるいは関係諸国との聞に極々のìili絡協定を締

結して国際鉄道としての任務のi主成に努力するなど， 相互のìili

絡に万全を知l していたが，鮮満両鉄道は経営主体を異にしてい

た関係上時として連絡の徹底をかき ， また述i主計算上の不便も

あ り ， おのおのその後能を十分に発締することに巡憾な点があ

ったので， 鮮満交通の発展を図るため，両鉄道の経営を一元化

することとし， 大正 6 ・ 7 ・ 31 i:UI鮮総督府所管固有鉄道の経営をい

っさい南満州鉄道株式会社に委託することにした。

そこで満鉄は， 同日京滅に鉄道管J'.Jl局を設泣い 政府との経

営委託契約にも と づき ， 国有鉄道より生ずる利益が総督府の支

出納に対 し 6 分に主主 したと きは， その全額を， また 6 分を超過

した場合は， その超過分の半額を 1J日えたものを総督府に納付す

ることとし，また損失を生じたときは， 翌年以後の利益によ っ

て補坂(ほてん)することとして， 委託経営を開始した。

満鉄はこの委託経営期間に， 建設方阻lでは大正 5 年度から引

続き施工中の成鋭線の建設および湖南， 京元各線の改良工事を

進行させたほか， 平援炭坑線の延長，鋲海線の工事着手および

東西雨海岸を連絡する平元線の敷設計画を樹て ， 大正 11 年度か

ら継続事業として施行 し， また迎輸営業にあっては欧州大戦の

~望書を受け，経済界の変動に従っ て， 一進一退の情勢をたどっ

たが， この間日鮮満支の連絡を密接ならしめたばかりでなく，

満鉄本線を経由して遠く露支の鉄道に連絡し， 国際鉄道たるの

ちょうせんの

新態勢を確立した。

4 総:'，牙府直営

政府は朝鮮における産業開発計画の突施 と 納まって， f，VI鮮の

鉄道を総f1-府の直営に還元することとし， 大正 14 ・ 3 ・ 31 朝鮮国

有鉄道の満鉄委託を解除し，両年 4 ・ 1 朝鮮総督府鉄道局を開設

した。

かくて朝鮮の鉄道は，ふたたび総省府の経営に入札鮮満岡

鉄道の経営は分隊されたが， 従米どおり主rr輸の iill絡を密接円滑

ならしめるため， 両者一の聞につぎのような協定を と り きめた。

(1) 鮮満直通列車の運転， 車両の直通および相互融通

(2) 安東駅 ・ 安東機関区および検事区その他における共同作

業

(3) 旅客荷物の巡送， 鉄道建設， 運転およひ.通信等の諸規貝11

はなるべく連絡統ーを期すること

(4) 内Ji!!.鮮満案内所の共同手 11汀j

その他各径の協定を行って鮮満雨鉄道の巡輸上の利便を凶り ，

総信府の産業開発に関する施設と柑まって ， 直営の主主ーー沼 う

することにつとめた。

昭和 7 年満州事変がfまっ発し， それにつづく新約書うの泥炭に

伴ない， 朝鮮の鉄道は重大な使命を術びるに至ったので， これ

に対処するため，輸送力の改善， 強化， 管理後備の整備， 交通

網の整備担1>充を行っ た。昭和 12 年 目 撃事変が起るにおよんで，

朝鮮鉄道の使命はいよい よ 重大なものとなり，輸送量がし、ちじ

る しく治大して来たので， 京釜線の ÎÎi鍛工事および中央線の建

設工事を開始するとともに， 図 fl"l群止を建設して，裂日本交通路

の整備をはかった。 llj:変が長期戦態勢に入 るにつれ， 朝鮮資源

の開発， 時局産業肱充の塁走い よいよ急 となり ， 鉄道輸送はかつ

て見ない盛況を皇するに至った。 昭和 14 ・ 10 満浦線の開通，問

年 6 月京釜線のー剖m線(釜山鋲・三浪 i:l!46km 昭和 15 ・ 4 ・ 1 開

通， 大国 ・ 汗i涼塁 158.1 km ， 昭和 14 ・ 6 ・ 1 5 開通)巡転が開始さ

れる等，朝鮮鉄道の画期的な鉱充発展が見られた。これを要す

るに満州および支那事変を契機として朝鮮の鉄道は躍進lt!Jに入

札朝鮮産業の急速な開発と相ま っ て ， 建設および改良事業の

函JtJJ的進展 ・ 迎輪金の治大に も とづく施設のl広!l& ， 鮮満直通高

速度列車の運転区間延長または司自発， 鮮内列車の整備， したが

っ て生ずる新式後関11ïお よび客貨車の新改造，鉄道運輸を よ り

効果的ならしむべき自動車および小運送業の統制ならびに管磁

器~f.'Ilの改正鉱充等， 新しい事態に対処すべき鉄道運営の近代化

が行われた。

5 北鮮欽一道の満鉄委託お よび一部還元

満州事変のぼっ発，満州国の誕生など， 満州における新 しい

事態の発展は， 日満阿国の関係をいよいよ緊筏不可分なものと

するに至ったので， 日満両国をつなぐ最短交通路を形成する北

鮮鉄道の経営は， これを満鉄に委託 し， 災 日本交通路の整備発展

を図ることにした。すなわち昭和 8 ・ 9 ・ 28 朝鮮総督府所管国有

鉄道のうち威鋭線の輸j成会寧間， 7t!1津線， 会寧段目崎線， 図fI"l線

329.2km にわたる欽道事業およびその付'治事業のい っ さ いを満

鉄に委託した。満鉄はこれらの鉄道を経営するため， 同年 10 ・

1 消ì'ltに北鮮欽治管政局を設け， 日日和110 ・ 11 雄基 ・ 経津聞の鉄

道を建設竣工して， 営業を開始し， また羅津港t.!jl ïiJlの一部を完

成して同年 11 月から港湾業務を始め， ついで 11 ・ 6 朝鮮総督府

から清津，雑誌の 2 港を借受け， 羅津 とと もに北fflf3港を管J'.J!

経営するに至っ た。

さきに満鉄は， 満州国との協定により 11日和 7 ・ 5 敦化図刑問鉄

道の建設を開始し 翌 8 ・ 4 軌条敷設を終えて 9 ・ 1 よ り本営業

を開始し，同時に長春 ・ 図例間鉄道を京図線と改称， 同年 10 ・
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